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【団地への新たな企業の誘致について】 

Ｆ： 私どもは産業用機械の製造をしており、部品を作って、組み付けて本社へ出荷して

います。その中で機械加工の予備処理等が必要ですが、実際にこの宿毛・中村地域では

そのような加工業者、熱処理業者、予備処理業者は皆無です。高知県内では高知市、南

国市まで全て運んでいますが、物が大きい場合はトラックで１週間に何回も往復すると

いったようなことがあります。 

  何でこの近辺にそういう企業の供給量が増えないかと考えると、やはりこの団地を整

備して２０年ぐらい経ちますが、（工程を全てこの団地で完了させる）完成品メーカーが

この辺にないからその予備処理の企業ができない。予備処理の企業がないから完成品メ

ーカーが来ないという話もあります。とにかくまず完成品メーカーを企業団地及びこの

近辺に誘致していただいて、そこからさらに増やすといったことが必要と思います。誘

致に当たっては、当然税制の優遇があると思いますけど、更に大きな優遇措置をしてい

ただいて、長期的な視点に立って、そういう方向の誘致を是非進めていただきたいと思

います。 

 

知事： 完成品メーカーというのは、本当に少ないですよね。それは、川上から川下まで

と考えた時に、ここが抜けている、ここにポンとこういうタイプの企業が来てくれると、

波及効果がものすごく大きいというところをお願いすべく狙っていますが、リーマンシ

ョック以降は話が一旦小休止みたいなことがずっと続きました。 

  けれど、また、もうちょっと良くなりつつあるみたいなので、そういう効果の大きい

ところを狙うようにしますし、仰った完成品メーカーなんていうのも視野に入れてやり

たいと 思います。 

  シャープの亀山工場のような全部一括して何百億円を使って誘致して来るということ

は、高知県がやると潰れてしまいますからできませんが、体力の範囲でピンポイントの

部分に特に来ていただくと波及効果が大きいというのを狙い撃ちにしないといけないと

思ってます。 

 


